
2022年度 秋 要望調査票
シニア海外協力隊 / 日系社会シニア海外協力隊

要請番号（SL06022D02）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ネパール A204 防災・災害対策 個別 新規 2年 ・2023/3 ・2023/4 ・
2024/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

内務省

2）配属機関名（日本語）

警察本部 情報部

3）任地（ 第3州カトマンズ郡カトマンズ ） JICA事務所の所在地（ カトマンズ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はネパール全土を統括する治安維持機関の一部署となり、犯罪防止並びにその対応にかかる情報収集、防災への
取り組み、自然災害時における即応、各警察通信維持管理、等を担っている。年間予算は約3000万円。ネパール警察に
は、自動車整備や武道指導等のJICA海外協力隊が多数派遣された実績がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同配属先は自然災害が発生した時は「国家緊急オペレーションセンター」の情報収集機関としての機能を有する。2015
年に発生したネパール国内地震をきっかけにドローンを2機導入したが、オペレーターの技術不足等の要因から適切な運
用に至っていない。今後の自然災害への対応、文化遺産の上空警備、都市化が加速化するカトマンズにおける雑踏警備、
交通状況監視等、ドローンを活用した運営が強く求められている。このような状況下、ドローンの運用・修繕管理等を
適切に助言ができるJICA海外協力隊の派遣が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

状況に応じた活動を配属先と協議して進める。
1.災害対応(洪水・土砂災害等)、警戒警備、交通監視を主な目的とするドローンの適切な運用に関する助言、実践指導。
2.ドローンの操縦・空撮および画像データの加工処理(オルソ化、マッピング等)に関する技術向上に必要な指導、マニュ
アル整備。
3.ドローン操縦・運営指導者の育成、等。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

Phantom 2 Vision Plus、Phantom 4 Pro、Mavic Pro

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
情報部長 40代男性、同僚は 30代男性、
職員は約60名、年齢は18-55歳

活動対象者:
上記同僚が対象

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

ネパール語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：先方の要請

[経験]：（実務経験）15年以上　備考：防災・災害対応実
務

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（0～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
ドローンの操縦経験、空撮データの加工処理 2年以上あることが望ましい。
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